
鳥取市における安全で安心なゆとりある住環境の整備
平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 鳥取市

・中心市街地の居住人口の増加を図る。（１２,５１０人→１２,９００人へ増加）
・城下町の特徴を踏まえ、和風の街なみ景観の整備と保存に取り組み、鹿野地域の観光入込客数の増加を図る（年間３３万人→３５万人）
・歴史的特性を活かした街なみ整備を行い、地域における観光入込み客数の増加を図る。（３万人→３.３万人へ増加）

（H31末）
中心市街地居住人口(社会増減)調査に基づき算出　　　　※社会増減数=転入者数(人)-転出者数(人)
居住人口(社会増減)の増加率（％）＝評価時点の社会増減数（人）／Ｈ２７当初社会増減数（人）
鹿野町内観光施設等の入込客数調査に基づき算出
入込客数の増加率（％）＝評価時点の入込客数（人）／Ｈ２７当初入込客数（人）

観光施設（仁風閣）入込客数調査に基づき算出
入込客数の増加率（％）＝評価時点の入込客数（人）／Ｈ２７当初入込客数（人）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1 住宅 一般 鳥取市 間接 戎町地区優良建築物等整備事業 鳥取市 279

1-A-2 住宅 一般 鳥取市 直/間 鹿野地区街なみ環境整備事業 鳥取市 50 100 100 100 100 16

1-A-3 住宅 一般 鳥取市 直接 久松地区街なみ環境整備事業 鳥取市 753

合計 1,048

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

1-B-1 道路 一般 鳥取市 1-B-1 市道山の手通り道路整備事業 鳥取市 20

合計 20

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

1-C-1 住宅 一般 鳥取市 直接・間接 新たな住宅供給方式等の促進支援事業 鳥取市 5

1-C-2 住宅 一般 鳥取市 直接 住まいネットワーク事業 住宅総合相談窓口の設置等 鳥取市 54

1-C-3 住宅 一般 鳥取市 直接 鳥取城跡桜再生事業 桜の植樹 鳥取市 4

合計 63

番号 備考

1-C-1 新しい住宅供給方式（定期借地権、コーポラティブ、敷地整序型、遊休不動産の利活用）の普及促進のための支援を行うことにより、民間による継続的な住宅供給の展開を図る。

1-C-2 住宅に係る総合相談窓口を設置し、既存住宅等の供給者と需要者をつなぐネットワークの構築、支援制度の紹介を図るとともに、安心して住み続けることのできる賑わいのある住環境の構築に向けた人材育成に取り組む。

1-C-3 鳥取城跡において、寿命を迎えつつある桜の樹を再生し、歴史的資源の観光振興を図ることにより、観光客増加及び地域活性化につなげる。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）番号 事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

市・組合・個人 住宅供給促進のための支援等

市

市

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

市 工事、用地補償

市街地の環境改善、良好な住宅供給の促進
（共同住宅兼共同店舗等）

市/個人 住宅等修景事業　等

市 整備方針策定、外構修景、道路美装化　等

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） Ａ Ｂ

個人

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

百万円 0百万円1,131

100%

100%

100%

（H27当初）

101%

106%

110%

当初現況値 中間目標値 最終目標値

1,048 百万円 63

（H29末）

百万円
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ｃ Ｄ
効果促進事業費の割合

20 百万円 ％5.6

別紙５－１

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点計画の該当
計画の期間 交付対象

平成28年2月8日

計画の目標

『市街地の良好な住環境の整備や街なかにふさわしい安全な住宅供給の支援を行うとともに、安心して住み続けることのできる賑わいのある住環境の構築に向けた人材育成に取り組む。』

『城下町の歴史的特性を活かした街なみ整備について、個人住宅等の修景補助を行い、街なみの景観空間を守り続けることにより、住民の定住化促進、観光振興による地域活性化及び地域文化の継承を図る。』

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考


